
１ 非常備消防関係

(1) 消防団

ア 団員異動状況（令和４年３月３１日現在）

イ 行事

随時 防火・防災予防広報（自治会、イベント等）

ウ 消防団員教育訓練

鳥取県消防学校入校によるもの

ａ ４月１７日～１８日 基礎教育（第７４期）

ｂ ５月８日～９日 消防操法指導科（第４４期）

ｃ ８月２１日 警防科（５０期）

ｄ ９月１１日 機関科（５６期）

ｅ ２月５日 初級幹部科（第４３期）

ｆ １２月４日・５日・１２日 応急手当普及員養成講習

ｇ ２月１２日・１３日 応急手当指導員養成講習

エ 報酬及び費用弁償 （単位：円）

オ 表彰等（主なもの）

分 団 数
団 員 数

定 員
入 団 退 団 現 員

２８ 分 団 ２９人 ２５人 ５２７人 ５４４人

階 級

区 分
団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員

報酬年額 82,500 69,000 50,500 45,500 37,000 37,000 36,500

機関員加算
ポンプ自動車機関員報酬年額 １３，３００

可搬ポンプ機関員報酬年額 ７，８００

費用弁償 出場、訓練、警戒等 １回につき ２，８００

表 彰 等 の 種 類 階 級 氏 名

消防庁長官表彰 永年勤続功労章
分 団 長 田 川 文 男

分 団 長 坂 田 浩 一

日本消防協会長表彰 精績章
分 団 長 淺 田 正 人

分 団 長 小 西 崇 雄

日本消防協会長表彰 勤続章

副分団長 岩 佐 訓 良

副分団長 木 下 成 安

班 長 長 谷 川 明

団 員 江 原 常 夫

総 務 部 防 災 安 全 課



表 彰 等 の 種 類 階 級 氏 名

鳥取県知事表彰

功労章

副分団長 福 景 大 基

副分団長 安 田 武 司

副分団長 足 立 康 彦

功積章

分 団 長 長 谷 川 俊

部 長 和 田 收

部 長 松 本 哲 司

部 長 浜 田 浩 孝

部 長 宇 根 稔 彦

部 長 生 田 靜 雄

班 長 田 村 光 徳

班 長 石 川 達 也

班 長 畠 山 利 幸

班 長 吹 野 彰 規

班 長 大 谷 晃

班 長 元 関 正 樹

団 員 柴 田 武

鳥取県消防協会長表彰

功労章
副 団 長 谷 田 稔

団 員 大 倉 啓

功績章

部 長 浦 木 肇

部 長 和 田 收

部 長 清 水 光 男

部 長 松 本 哲 司

部 長 田 口 雅 章

部 長 松 本 慎 二

班 長 潮 健 一

班 長 長 谷 川 明

班 長 椋 田 義 仁

班 長 片 上 信 行

勤続賞

部 長 大 谷 英 範

部 長 松 本 慎 二

班 長 角 茂 幸

班 長 森 高 好 行

班 長 武 部 輝 幸

班 長 井 上 英 俊

班 長 西 村 卓 哉

班 長 小早川 達 也

団 員 手 島 寛 治

団 員 河 津 吉 晴

鳥取県消防協会長表彰 勤続賞

団 員 阿 部 紀 明

団 員 酒 井 鉄 男

団 員 山 根 滋



(2) 消防施設関係

ア 消防水利施設整備

火災発生時に迅速・的確な消火活動を行うため、上水道消火栓の増設、補修を行った。

(ｱ) 上水道消火栓増設

(ｲ) 上水道消火栓補修

イ 消防団施設等整備

米子市消防団成実分団車庫の建替えを行った。

ウ 消防車両等整備

米子市消防団に配備している消防ポンプ自動車のうち、老朽化の著しい車両について、新規購入し更新

した。

(ｱ) 更新車両

米子市消防団和田分団及び淀江町第２分団に配備されている車両。

(ｲ) 規格（型式） ＣＤ－１型．Ａ－２級

２ 防災関係

(1) 県内統一土砂災害防災訓練

県と連携した土砂災害に係る情報伝達訓練を実施した。

ア 実施日 令和３年５月３１日（月）

イ 実施場所 防災安全課

(2) 避難所運営要員研修

職員を対象とした避難所開設訓練及び運営訓練を実施した。

ア 実施日 令和３年８月２３日（月）、２４日（火）

イ 実施場所 明道公民館

(3) 防災ラジオ事業

令和２年度調達に係る防災ラジオ放送受信機の在庫により貸与事業を継続した。なお、令和３年９月２８

日より、電子申請による一般世帯、事業所及び自治会向けの有償貸与申込受付を開始した。また、戸別受信

機が設置されていない指定避難所等に防災ラジオ放送受信機を配備した。

ア 防災ラジオ放送受信機の貸与状況

<令和４年３月３１日時点>

区分 貸与先 貸与台数

有償

一般世帯（優先的貸与） 143

一般世帯（一般貸与） 1,088

事業所及び自治会 231

無償

自治会（又は自主防災組織） 414

消防団 33

公民館（戸別受信機未設置） 20

指定避難所等 108

地区社会福祉協議会の代表者 29

在宅福祉員の地区代表者 29

経済的に困窮する視覚障がい者（１級・２級） 128

合 計 2,223



(4) 自主防災組織の育成

地域住民が、それぞれの立場、役割に応じて、隣保共同の精神に基づき自主的な防災活動を行うための自

主防災組織の育成に努めるとともに、令和３年度から自主防災連合組織に対する補助制度を設け連合組織の

結成促進及び育成に努めた。

ア 自主防災組織等結成実績

イ 自主防災組織等補助金実績

３ 災害関係

(1) ７月７日大雨（７月７日～９日）

米子市災害警戒本部（７月７日）米子市災害対策本部（７月８日～９日）

高齢者避難開始、避難指示発令（７月８日～９日）

自主避難所１３か所（７月７日）⇒避難所１３か所〈７月８日～９日）

(2) ７月１２日大雨（７月１２日～１３日）

米子市災害警戒本部（７月１２日、１３日）米子市災害対策本部（７月１２日）

高齢者等避難開始発令（７月１２日）

自主避難所１３か所（７月１２日）⇒避難所１３か所（７月１２日）

(3) 台風第９号（８月９日）

米子市災害警戒本部（８月９日）

(4) ８月１２日大雨（８月１２日～１５日）

米子市災害警戒本部（８月１３日～１５日）

(5) ８月１７日大雨

米子市災害警戒本部（８月１７日～１８日）

(6) １２月２５日大雪（１２月２５日～２７日）

米子市災害警戒本部（１２月２５日～２７日）

４ 防犯対策関係

(1) 米子市防犯協議会総会

令和３年５月２４日、市役所本庁舎４階４０１会議室で開催した。

会 長 奥 田 登 （米子市自治連合会長）

副 会 長 新 見 博 士 （米子市自治連合会副会長）

〃 田 後 良 文 （米子市社会福祉協議会長）

〃 福 田 知 浩 （米子市学校校外指導連絡協議会長）

(2) 防犯灯設置費等補助金の交付

団体 新規結成組織数 合計組織数 備考

自主防災組織 ０ ３４４

自主防災連合組織 ３ １０
新規結成地区

（大高、富益、福生東）

団体 内容 申請実績 金額実績（円）

自主防災組織
活動助成 １６件 １５２，０００

資機材整備 ４０件 １，２６３，０００

自主防災連合組織
活動助成 ３件 ７１，０００

資機材整備 ４件 ２９２，０００



各自治会防犯灯の設置等について助成を行った。

ア 新設 ５７基 １，２７６，１９４円

イ 光源装置のＬＥＤ化 ２３６基 ２，３５７，５００円

ウ 照明器具の取替 １７基 １１７，５００円

エ 移設 ３基 ５０，７００円

(3) 防犯灯電灯料補助金の交付

各自治会防犯灯の電灯料について助成を行った。

５，６５３灯 ７，０９４，９５４円

５ 水難事故防止対策関係

(1) 米子市水難防止協議会総会

令和３年６月３日、市役所本庁舎４階４０１会議室で開催した。

会 長 伊 木 隆 司 （米子市長）

副 会 長 奥 田 登 （米子市自治連合会長）

(2) 広報用チラシ・ポスターの配布

ア 広報用チラシを市内小・中学校、高校、幼稚園、保育園に人数分配布した。

イ 広報用ポスターを市内小・中学校、高校、幼稚園、保育園、公民館に掲示した。

６ 米子市防災会議

米子市地域防災計画及び広域住民避難計画の修正について書面決議を行い、計画を見直した。

(1) 文書発送日 令和３年８月３日（火）（回答期限 ８月１７日（火））

７ 原子力防災関係

(1) 防災訓練の実施

万が一島根原子力発電所において緊急事態が発生した場合に、住民避難を迅速かつ的確に実施し、住民の

生命、身体等を保護する目的で、鳥取県、島根県、島根原発関係市及び関係機関と合同で、原子力発電所事

故の通報を受けた後の初動対応訓練を実施した。

ア 避難退域時検査・県営避難所開設訓練

(ｱ) 開催日 令和３年８月２１日（土）

(ｲ) 会場 中山農業者トレーニングセンター（大山町）

イ 大型ヘリ輸送訓練

(ｱ) 開催日 令和３年１１月５日（金）

(ｲ) 会場 陸上自衛隊美保分屯地、鳥取砂丘コナン空港（鳥取市）

ウ 初動対応訓練

(ｱ) 開催日 令和４年２月２日（水）

(ｲ) 会場 市役所本庁舎第２応接室

(2) 原子力防災講演会の開催

ア 開催日 令和３年６月２６日（土）

イ 会場 米子市立図書館２階 多目的研修室

ウ 講師 長崎大学原爆後障害医療研究所 教授・博士（医学） 高村 昇氏

(3) 米子市原子力発電所環境安全対策協議会の開催



島根原子力発電所の安全対策等を把握し、市民の安全及び健康の確保に資するため、各種の団体職員及び

公募により選定した団体の構成員などで協議会を開催している。今年度は、協議会の開催に加え、協議会委

員による島根原子力発電所の視察を行った。

ア 開催日 ①令和３年１０月１８日（月）

②令和４年２月１５日（火）

イ 会場 ①島根原子力館、島根原子力発電所

②国際ファミリープラザ２階 ファミリーホール

(4) 鳥取県原子力安全対策合同会議の開催

今年度は、米子市原子力発電所環境安全対策協議会委員、境港市原子力発電所環境安全対策協議会委員及

び鳥取県による合同会議のほか、鳥取県知事、米子市長及び境港市長の３者による合同会議を行った。

ア 開催日 ①令和３年１１月８日（月）

②令和３年１１月２２日（月）

③令和４年２月１６日（水）

イ 会場 ①米子コンベンションセンタービッグシップ 国際会議室

②米子コンベンションセンタービッグシップ１階 多目的ホール

③米子市役所３階 第２応接室


